
 

 

 

 

 

行事の熱狂を、確かな「地力」に変えるとき 
   校 長  山形 敏行 

 

初夏の気配が色濃くなってきました。まずは運動会、本当にお疲れ様でした。皆さ

んが見せてくれた、あのひたむきな姿は、今も私の目に焼き付いています。 

 運動会という一つの大きな壁を乗り越えた今、皆さんの顔つきは、４月の始業式の

時よりもずっと逞しく、頼もしく見えます。学年の枠を超えて団結し、一つの目標に

向かってエネルギーを爆発させたこの経験は、これからの学校生活を支える大きな財

産になるはずです。 

「心のエンジン」と「ブレーキ」のバランス 

さて、大きな行事が終わった今、皆さんに伝えたい大切なことがあります。それは、

心と体の「整え方」についてです。全力で走り抜けた後は、誰であっても心身に疲れ

が溜まるものです。特に意識してほしいのが、「健康管理という自己管理」です。夜遅

くまでスマートフォンを眺めて、睡眠時間を削っていませんか？ 朝食を抜いて登校

していませんか？ 私たちの体は、食べたものと眠った時間で作られます。次の目標に

向けて再びアクセルを踏むためには、まずは良質な睡眠と栄養で、自分自身の土台を

しっかりと固め直すことが不可欠です。もし、心にモヤモヤを感じたり、体が思うよ

うに動かないと感じたりしたら、それは体が「休んで」と出しているサインです。そ

のサインを見逃さず、自分を労わる勇気を持ってください。 

「当たり前」を守り抜く強さ――安全への意識 

もう一点、皆さんの命を守るために欠かせないのが「安全意識」の再確認です。 

 慣れが生む「油断」は、時として大きな事故につながります。登下校の際、自転車

でスピードを出しすぎてはいませんか？ 横断歩道ではない場所を、無理に渡ろうと

していませんか？「自分だけは大丈夫」という思い込みが、最も危険です。皆さんは、

家族にとっても、先生方にとっても、代わりがいないかけがえのない存在です。その

大切な命を、一時の不注意で失うようなことがあっては絶対になりません。道路交通

法を守ることは、自分を守ることであると同時に、周りの人への思いやりでもありま

す。今一度、自分の登下校の様子を振り返り、高い意識を持って行動しましょう。 

日常という「本番」へ向けて 

行事で見せたあの「爆発力」を、これからは「日常の継続力」に変えていきましょう。 

落ち着いて学習に取り組む絶好の機会です。部活動においても、夏の大会に向けてギ

アを上げる時期でしょう。特別な日だけ頑張るのではなく、何でもない一日を丁寧に、

そして安全に過ごすこと。その積み重ねこそが、本当の意味での「強さ」です。皆さ

んが毎日、健康で、笑顔で、そして安全にこの校門をくぐってくれること。校長とし

て、それ以上の喜びはありません。５月の爽やかな空の下、また新しい一歩を共に踏

み出していきましょう。 
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日 曜 ６月の行事予定 
２ 火 地区総体・４～６カット・給食なし（～３） 

９ 火  上級学校説明会（２・３年）（～10） 

12 金 薬物乱用防止講話（１年） 

13 土 小中合同引渡し訓練 PTA ソフトバレー大会 

18 木 テスト前部活動停止（～26） 

19 金 進路学習（上級学校訪問）：３年 

25 木 期末テスト（１日目）・５，６カット 

26 金 期末テスト（２日目）・５，６カット 

 

 

 
 ５月 10 日（日）、久しぶりの晴天のもと、第１９回水引小中合同運動会が開催されました。暑さを感じる日でしたが、

それよりも、小学生、中学生、保護者の方々、そして地域の方々が熱く白熱した素晴らしい運動会でした。小学生、中学

生の４名の微笑ましい選手宣誓、元気あふれる応援エールでスタートしました。紅団 野間口理心さん、白組 花田莉愛

さんを各団長の中心に、それぞれの団を盛り上げてくれました。小学生のみなさんのかわいらしい姿、しかし、学年が上

がるにつれて少しずつ頼もしく競技をしている姿が見られました。中学生は、迫力のある応援、また力強い競技の姿にさ

すが、中学生と思わせる姿を見せてくれました。また、中学生における紅白対抗綱引きでは、最後に行った親子対決は、

保護者が圧勝の結果となり、会場を大いに盛り上げてくれました。競技の後に、親子で手をつないだり、親をおぶったり

しながら退場する姿はとても微笑ましく感じました。最後の小１～４年、小５～中３までつないだリレーはバトンだけで

なく、気持ちも後輩たちから先輩たちに、しっかりと繋がれたように感じました。そして、紅白合わせての応援演武で幕

は閉じられ、前日には、たくさんの保護者の方々や先生方が作り上げた華やかなバルーンゲートは、今年も、みなさんを

後押しし、来場してくださったみんなの気持ちを華やかにしてくれました。力を合わせた長縄も、すべてが中学３年生に

とっては最後でしたね。最高の天気と最高の思い出の運動会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ５月 14日（木）に地区陸上大会が実施されました。

本校には陸上部はないものの、多くの生徒が出場しま

した。短い期間でしたが、陸上優先で、放課後も練習に

取り組みました。その結果、田島幸明さんが走り幅跳び

で２位を、餅井杏実さんが低学年 80Ｍハードルで２位

（県大会出場）！！その他にも、５つの競技で入賞とい

う好成績を収めました。素晴らしい               です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区陸上大会、大健闘！！ 

 

 
 いよいよ３年生にとっては、 

最後となる地区総体が、６月 

２日（火）３日（水）に行わ 

れます。３年間の集大成とい 

っても過言ではありません。 

３年生がやり切った！といえ 

る大会になることを生徒も、 

先生方も応援していますよ！ 

キバレ！！ 

 

 

地区総体 推戴式  

 

 
 ５月 25 日～27 日まで、各学年で弁論大会が実施されま

した。それぞれの思いをテーマにのせて発表します。緊張

の中にも、その人の思いが伝わりました。そして、題目の

内容も、それぞれの思いが込められた個性のある内容で、

うなずいたり、笑ったり、聞く側もいろいろな表情がうか

がえるものでした。あなたの印象に残ったものは誰だった

でしょうか？自分のことと重ね合わせていけたらよいで

すね。友達の思いが伝わる素敵な時間でしたね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学年、思い綴る 弁論大会！ 

今年度は、

紅組 優勝

でした    



 


